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　　目的：食物≫t<r^の度合乞測定する尺度il Hedonic scaleの他，d|^5と.行動の双方を考象

　に入れfr食品受各の全体的な測定に用いられるFACT scale.奪か･あi>. 戸田らにより. オ

　でに両尺座間に高い相関が･放立するz とび報告されている.今0は．膚者らにより日本話
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